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コロナ禍で普及が進む遠隔医療
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※イラストはイメージです。

新型コロナウイルス問題をきっかけに遠隔医療の需要が喚起され、今後５Gの
必要性がより高まることが期待されます

新型コロナウイルス流行がもたらした遠隔医療需要

 新型コロナウイルスの感染拡大は、社会において人々の働き方や生活様式などの構造変化をもたらし

ています。コロナ収束後のニューノーマル（新常態）を睨み、特需を生み出す可能性のある分野のひとつ

として、注目されているのが遠隔医療です。

 感染症のパンデミック（世界的大流行）による医療体制の崩壊や院内感染が問題視されました。そんな

中、医療スタッフと感染患者の非接触をかなえるニーズから普及が進んでいるのがICT（情報通信技

術）を活用した「オンライン診療」などの遠隔医療です。

 「オンライン診療」は、スマートフォンやパソコンの画

面越しに医師の診察を受け、支払いはクレジットカー

ド、電子決済などで行います。ICT化で医療現場の生

産性を高め、コストを削減し、へき地に住む患者の利

便性の向上にもつながると期待されています。

 新型コロナウイルスの感染拡大により通院が難しく

なった患者に対し、米国や英国、中国などは保険適用

を認める動きによって「オンライン診療」は世界的に

普及が加速しています。日本でも4月から初診の診

療も含め規制緩和されました（時限措置）。

 チャットや動画などで初期症状をチェックし、感染リ

スクを通院前に判断することができるため、院内感

染拡大の防止にも有効であるとされています。

オンライン診療は医療体制を効率化し、へき地医療や感染拡大防止にも有効

活用分野の広がりが期待される遠隔医療

 その他、重症患者の治療でも、少ない専門医で多く

の患者を診るためオンライン上で病院同士の相互支

援・連携が可能な遠隔診療の重要性も高まっていま

す。

 また、病院内で搬送や消毒をする「無人作業ロボッ

ト」も需要の高まりで増産が進みました。事業を手掛

けるスタートアップ企業に商機が訪れています。

 新型コロナウイルス問題をきっかけに普及が進んだ

遠隔医療の活用分野をさらに広げるためには、ITシ

ステムの基盤強化が必要で、５G（第5世代移動通信

システム）は重要な役割を担うと考えます。
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